
精
神
病
学
専
任
の
教
授
が
誕
生
す
る
ま
で
各
地
の
医
科
大
学
、
医
学
校
で
精
神
病
学
を
教
授
し
て
い
た
の
は
、
主
と
し
て
内
科
学
担
当
の
教

さ
か
き
は
じ
め

授
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
で
最
初
の
精
神
病
学
専
任
の
教
授
は
、
一
八
八
六
年
に
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
し
た
榊
俶
で
あ
る
。
明
治
初
期
の
精

神
病
学
教
育
に
お
い
て
は
、
外
人
教
師
の
は
た
し
た
役
割
は
か
な
り
お
お
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

わ
が
国
で
最
初
に
認
可
さ
れ
た
精
神
科
病
院
は
、
一
八
七
五
年
設
立
の
京
都
顧
狂
院
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
一
八
七
二
年
か
ら
療
病
院
教
師

を
し
て
い
た
ヨ
ン
ヶ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ゲ
ッ
ク
の
説
を
い
れ
て
、
エ
ラ
ス
チ
カ
ゴ
ム
で
四
壁
を
お
お
っ
た
護
体
室
が
あ
っ
た
。
癩
狂
院
の
設

計
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
ヨ
ン
ヶ
ル
の
示
唆
が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

一
八
七
五
年
か
ら
警
視
医
学
校
で
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ー
’
一
シ
が
講
義
し
た
「
断
訟
医
学
」
に
は
精
神
障
碍
の
篇
が
あ
っ
た
（
単
行
本
と
し

て
は
一
八
七
九
年
）
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
精
神
病
学
体
系
に
も
と
づ
く
最
初
の
講
義
で
、
疾
患
分
類
体
系
か
ら
す
る
と
、
そ
の
内
容
は
ヴ

ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
に
よ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

一
八
七
七
’
八
二
年
に
京
都
府
療
病
院
で
内
科
学
を
担
当
し
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
シ
ョ
イ
ベ
は
、
『
デ
ィ
ー
・
ク
ラ
ン
ク
ハ
イ
テ
ン
・
デ
ア
・

ヴ
ァ
ル
メ
ン
・
レ
ン
デ
ル
』
（
一
八
九
六
年
初
版
）
に
、
狸
神
瀝
き
・
犬
神
瀝
き
を
、
迷
信
に
も
と
づ
く
暗
示
に
よ
る
疾
患
と
し
て
記
載
し
て

い
る
。
か
れ
が
引
用
し
て
い
る
症
例
は
、
一
八
七
九
年
の
『
東
京
医
事
新
誌
」
に
江
澤
圭
磨
が
よ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ョ
イ
ベ
が
在
日
中
に

精
神
疾
患
患
者
を
直
接
み
た
記
録
を
ゑ
い
だ
し
て
い
な
い
が
、
当
然
そ
う
い
う
患
者
に
も
ふ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
シ
ョ
イ
ベ
の
師
カ
ル
ル
・
ヴ

わ
が
国
の
精
神
病
学
に
た
い
す
る
来
日
外
人
医
学
教
師
の
貢
献

岡
田
靖
雄
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I

ン
デ
ル
リ
ヒ
は
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
の
親
友
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
か
れ
の
精
神
病
学
は
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
に
よ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

一
八
七
六
年
か
ら
東
京
医
学
校
で
内
科
学
な
ど
の
教
師
を
し
て
い
た
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ベ
ル
ッ
は
、
一
八
七
九
年
夏
学
期
か
ら
内
科
学
の
一
部

分
と
し
て
精
神
病
学
を
講
義
し
た
。
一
八
八
二
年
か
ら
学
科
課
程
に
精
神
病
学
が
は
い
っ
た
が
、
こ
れ
も
ベ
ル
ッ
が
担
任
し
た
。
一
八
八
五
年

に
は
狐
瀝
き
に
つ
い
て
く
わ
し
く
記
述
し
た
。
榊
の
論
述
に
、
ゞ
ヘ
ル
ツ
が
精
神
病
学
臨
床
講
義
を
し
て
い
た
と
も
と
れ
る
文
章
が
あ
る
が
、
す

こ
し
く
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
ま
た
一
八
八
四
年
に
は
、
東
京
府
癩
狂
院
で
死
亡
し
た
、
て
ん
か
ん
患
者
お
よ
び
進
行
麻
蝉
患
者
を
済
生
学
舎
で

解
剖
し
て
い
る
（
東
京
府
願
狂
院
関
係
資
料
で
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
か
っ
た
が
、
『
中
外
医
事
新
報
』
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
）
。
進
行

麻
痒
例
は
、
わ
が
国
で
確
認
さ
れ
た
進
行
麻
痒
の
第
一
例
と
い
っ
て
よ
い
か
。
、
ヘ
ル
ツ
の
精
神
病
学
が
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
に
よ
っ
て
い
た
こ
と

は
、
「
狐
遍
ぎ
研
究
史
ｌ
明
治
時
代
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
二
十
九
巻
第
四
号
）
で
す
で
に
の
べ
た
。
小
池
正
直
が
前
記
江

澤
氏
症
例
を
ベ
ル
ッ
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
の
教
科
書
を
み
せ
ら
れ
た
。
ま
た
呉
秀
三
が
高
橋
順
太
郎
筆
記
に
も
と
づ
き
、
ゞ
ヘ

ル
ツ
が
講
義
し
た
精
神
病
の
分
類
体
系
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
の
体
系
な
の
で
あ
る
。

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
レ
ッ
が
一
八
七
九
’
八
○
年
に
愛
知
県
公
立
医
学
校
で
行
っ
た
「
断
訟
医
学
」
講
義
中
で
は
、
裁
判
上
精

神
学
が
か
な
り
の
比
重
を
占
め
て
い
た
。
ロ
ー
レ
ッ
は
参
考
文
献
と
し
て
、
ク
ラ
フ
ト
ー
エ
ビ
ン
グ
『
裁
判
精
神
病
理
学
』
（
一
八
七
七
年
）
な

ど
を
あ
げ
て
い
る
。
だ
が
、
ロ
ー
レ
ッ
が
あ
げ
る
精
神
疾
患
分
類
は
も
っ
と
古
い
形
の
よ
う
で
、
だ
れ
の
学
説
に
よ
っ
て
い
る
か
、
ま
だ
確
か

め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
。
一
八
八
○
年
に
愛
知
県
公
立
病
院
に
願
狂
病
室
が
で
き
た
。
こ
の
た
め
の
県
知
事
へ
の
建
議
は
、
一
八
七
五
年

の
京
都
揮
狂
院
設
立
趣
意
書
お
よ
び
一
八
七
九
年
の
東
京
府
の
癩
狂
院
費
予
算
説
明
と
比
べ
る
と
、
も
っ
と
も
格
調
高
い
文
章
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
癩
狂
者
の
裁
判
法
、
願
狂
者
律
の
必
要
性
を
と
い
て
い
る
こ
と
、
癩
狂
者
の
療
法
と
し
て
「
有
名
ナ
ル
『
コ
ノ
リ
ー
』
氏
ガ
『
ノ
オ
ー

ン
・
レ
ス
ト
レ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ー
ム
』
」
（
非
拘
束
制
）
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
、
県
下
顔
狂
人
調
査
を
要
望
し
て
い
る
こ
と
が
、
注
目
さ
れ

る
。
こ
の
あ
と
移
っ
た
山
形
県
済
生
館
で
も
、
か
れ
は
癩
狂
室
の
改
築
を
要
望
し
て
い
る
。
ロ
ー
レ
ッ
の
精
神
病
学
へ
の
関
心
は
な
み
な
み
な

ら
ぬ
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
外
‐

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 外

人
教
師
が
わ
が
国
の
精
神
病
学
に
残
し
た
も
の
は
散
在
的
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
が
本
格
的
な
精
神
病
学
建
立
の
礎
石

‐
（
、１ユ

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
）

（16）


